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づいた新名による心理的ストレス反応 11 項目を含む尺度（新名 1994）を用い郵送法に
より質問紙調査を実施した。調査票は、食物アレルギー児 1 名につき 1 通の記入を依
頼した。データ収集は 2011 年 5 月より 6 月に行った。 
出来事リストは、アナフィラキシー児の親と未発症の食物アレルギー児の親に共通
する出来事 404 項目、およびアナフィラキシーに特化した 51 項目の計 455 項目で構成




0-18 歳の食物アレルギー児の親 417 名に調査票を送付し、143 名の親から 169 名の
食物アレルギー児について調査票を回収した。実質回収率は 34.2%（143/417）、回答者
全員が女性であった。 
食物アレルギー児 169 名中アナフィラキシー児は 122 名(74.8％)、性別判明は 111
名、その内訳は男児 83 名(68％)、女児 38 名(32％)であった。 
「あり群」（n=122）の親の平均年齢 41.8±5.18 歳、食物アレルギーを有する子の数は
平均 1.3±0.6 人、子の平均年齢 10.6±4.33 歳、男女比 2.1：1、発症時平均年齢 0.4
±0.75 歳、診断時平均年齢 0.8±1.49 歳であった。 
「なし群」(n=41)の親の平均年齢 41.4±5.63 歳、食物アレルギーを有する子の数は
平均 1.5±0.7 人、子の平均年齢 9.1±5.37 歳、男女比 2.1：1、発症時平均年齢 0.6±
1.03 歳、診断時平均年齢 0.9±1.36 歳であった。 

























67.2％(34.1％)にあり、いずれも 2 群で経験した者の割合に有意差が見られた。 
2．心理的ストレス反応について(「あり群」：n=117 、「なし群」：n=34) 
2 群共通の出来事 404 項目の心理的ストレス反応得点について、当該出来事を経験し
た者と経験しなかった者との間に有意差(p＜.05)の見られた出来事項目数は、「あり群」
の経験 a が 163 項目(40.3％)、経験 b は 124 項目(30.6％)であった。「なし群」は、経











































審 査 結 果 の 要 旨 
 
















































以上により本論文は、学位規則第 4 条第 1 項に定める博士（看護学）の学位を授与
することに値するものであり、申請者は、看護学における研究活動を自立して行うこ
とに必要な高度な研究能力と豊かな学識を有すると認め、論文審査並びに最終試験に
合格と判定する。 
